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Ⅰ 注意事項 

   解答用紙に「日本史」と記入・マークしてから解答してください。 

   問題は 1 ページから 8 ページまであります。 

   問題は持ち帰ってもよいですが、コピーして配布・使用するのは法律で禁じられてい

ます。 

 

 

Ⅱ 解答上の注意 

   解答用紙は、マークシート用紙と記述用解答用紙の 2 種類があります。マーク式の問

題で、「解答番号は 10 」と表示のある問いに対して④と解答する場合は、下記の例

のようにマークしてください。記述式の問題には「解答は 記述用解答用紙  」と表示が

ありますので、記述用の解答用紙に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）  

解答番号 解  答  欄 

10 ① ② ③ ● ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題は次のページからです。 
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第 1 問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

(A)孝謙天皇の時代の政界では、（ ア ）が光明皇太后と結んで勢力を伸ばした。757（天

平宝字元）年、（ イ ）は（ ア ）を倒そうとしたが、逆に滅ぼされることとなった。（ ア ）

は（ ウ ）天皇を擁立して即位させると恵美押勝の名を賜り、権力を独占するとともに破

格の経済的特権を得た。  

しかし光明皇太后が没すると、後ろ盾を失った恵美押勝は孤立するようになった。孝謙太

上天皇が僧道鏡を寵愛し（ ウ ）天皇と対立するようになると、恵美押勝は危機感を募ら

せて 764（天平宝字 8）年に挙兵したが滅ぼされた。（ ウ ）天皇は廃位され孝謙太上天皇

が再び即位して（ エ ）天皇となった。  

道鏡は（ エ ）天皇の信任を得て権力を掌握し、仏教政治を推し進めた。（ エ ）天

皇の時代には、（ オ ）の創建や百万塔の製作など、造寺や造仏が盛んにおこなわれた。し

かし(B)道鏡は後ろ盾であった（ エ ）天皇が亡くなると退けられ、次の皇位には天智天皇

の孫である（ カ ）天皇が迎えられた。  

 

 

問 1 文中の（ ア ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 1  

 

① 藤原仲麻呂   ② 藤原不比等   ③ 藤原広嗣    ④ 藤原百川 

 

問 2 文中の（ イ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 2  

 

① 橘諸兄     ② 橘奈良麻呂   ③ 長屋王     ④ 以仁王  

 

問 3 文中の（ ウ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 3  

 

① 元明      ② 淳仁      ③ 平城      ④ 仲恭  

 

問 4 文中の（ エ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 4  

 

① 皇極      ② 斉明      ③ 称徳      ④ 持統  

 

問 5 文中の（ オ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 5  

 

① 唐招提寺              ② 室生寺  

③ 教王護国寺（東寺）         ④ 西大寺  

 

問 6 文中の（ カ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 6  

 

① 桓武      ② 文武      ③ 光孝      ④ 光仁  
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問 7 下線(A)の時代におこなわれたこととして適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。  

解答番号は 7  

 

① 諸国に国分寺・国分尼寺をつくるよう命じた国分寺建立の詔が出された。 

② 近江の紫香楽宮で盧舎那仏の大仏をつくるよう命じた大仏造立の詔が出された。 

③ 東大寺大仏（盧舎那仏）の開眼供養がとりおこなわれた。 

④ 開墾した田地の私有を永年にわたって保障する墾田永年私財法が出された。  

 

問 8 下線(B)が追放されて死去した寺院として適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。  

解答番号は 8  

 

① 下野薬師寺   ② 筑紫観世音寺  ③ 施薬院     ④ 悲田院  
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第 2 問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

南北朝時代には、転換期の時代に高まった緊張感が背景となり、歴史書や軍記物語などが

つくられた。歴史書では、公家の立場から源平争乱以後の歴史を記した『（ ア ）』、皇位継

承の道理について南朝の立場から説いた（ イ ）の『神皇正統記』、足利氏が政権を獲得す

るまでの過程を武家の立場から記した『（ ウ ）』などがある。軍記物語では南北朝の動乱

の全体を描いた『（ エ ）』や、源頼朝がおこなった富士の巻狩の際に果たされた仇討ちを

題材とした『（ オ ）』などが記された。  

また、武家・公家を問わず (A)連歌が流行し、能楽も多くの人々を集めて上演された。茶寄

合も各地でおこなわれ、茶を飲み分けて、かけ物を争う闘茶が流行した。これらの流行を導

いた新興武士たちの新しもの好きの気質は「バサラ」の名で呼ばれた。バサラ大名として知

られる（ カ ）はその代表格である。  

 

 

問 1 文中の（ ア ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 9  

 

① 今鏡      ② 大鏡      ③ 増鏡      ④ 水鏡  

 

問 2 文中の（ イ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 10  

 

① 慈円      ② 唯円      ③ 新井白石    ④ 北畠親房  

 

問 3 文中の（ ウ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 11  

 

① 梅松論     ② 愚管抄     ③ 読史余論    ④ 樵談治要  

 

問 4 文中の（ エ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 12  

 

 ① 吾妻鏡     ② 太平記     ③ 真如堂縁起   ④ 実悟記拾遺  

 

問 5 文中の（ オ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 13  

 

① 栄華物語    ② 曽我物語    ③ 平治物語    ④ 源平盛衰記  

 

問 6 文中の（ カ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 14  

 

 ① 赤松満祐              ② 新田義貞  

③ 佐々木導誉（高氏）         ④ 山名持豊（宗全）  
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問 7 南北朝の対立の中で亡くなった後醍醐天皇の冥福を祈るため、足利尊氏・直義兄弟が

夢窓疎石の勧めで京都に建立した寺院として適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。  

解答番号は 15  

 

① 天龍寺     ② 円覚寺     ③ 建長寺     ④ 南禅寺  

 

問 8 下線(A)に関する説明として適当でないものを、①～④の中から 1 つ選べ。  

解答番号は 16  

 

① 連歌をよむことを職業とする連歌師が各地を遍歴し、連歌の普及に努めた。  

② 二条良基が撰した『 玖波集』は勅撰集と同格とみなされ、連歌と和歌は対等の地位

となった。  

③ 二条良基は連歌の規則書として『応安新式』を制定した。  

④ 応仁の頃に宗祇が出て正風連歌を確立し、『犬筑波集』を撰した。  
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第 3 問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

1651（慶安 4）年 4 月に江戸幕府 3 代将軍徳川家光が死去し、8 月には子の（ ア ）が

11 歳で 4 代将軍となる。この頃には幕府機構もすでに整備され、会津藩主で叔父の（ イ ）

や譜代大名も幼少の将軍を支え、社会秩序が安定しつつあった。平和が続く中で重要な政治

課題となったのは、戦乱を待望する牢人や、秩序におさまらない「かぶき者」の対策である。  

まず 1651（慶安 4）年 7 月に兵学者（ ウ ）の乱（慶安の変）がおこると、幕府は大名

の(A)末期養子の禁止を緩和し、牢人の増加を防ぐ一方、江戸に住む牢人とともにかぶき者の

取締りを強化した。1663（寛文 3）年、成人した（ ア ）は代がわりの武家諸法度を発布

し、あわせて殉死の禁止を命じ、主人の死後は殉死することなく、跡継ぎの新しい主人に奉

公することを義務づける。翌年には、すべての大名に対して領知宛行状をいっせいに発給し

て将軍の権威を確認し、また幕領のいっせい検地をおこなって幕府の財政収入の安定もはか

った。  

一方、諸藩においても、安定した平和が続いたことで軍役動員の負担が軽減したうえに、

寛永の飢饉が転機となって、藩政の安定と領内経済の発展がはかられるようになる。いくつ

かの藩では、藩主が儒者を顧問にして、藩政の刷新をはかった。例えば、岡山藩主池田光政

は郷校（郷学）閑谷学校を設けたほか、（ エ ）をまねいて重く用いている。また、好学の

大名であった加賀藩主前田綱紀は、朱子学者（ オ ）らをまねいて学問の振興をはかると

ともに、古文書の整理などもおこなった。  

 

 

問 1 文中の（ ア ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 17  

 

① 徳川家宣    ② 徳川家重    ③ 徳川家継    ④ 徳川家綱  

 

問 2 文中の（ イ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 18  

 

① 保科正之    ② 酒井忠清    ③ 徳川光圀    ④ 松平慶永  

 

問 3 文中の（ ウ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 19  

 

 ① 林鳳岡（信篤）           ② 由井（比）正雪  

③ 益田時貞              ④ 戸次庄左衛門  

 

問 4 文中の（ エ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 20  

 

① 山崎闇斎     ② 藤原惺窩     ③ 木下順庵     ④ 熊沢蕃山  

 

問 5 文中の（ オ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 21  

 

① 山崎闇斎     ② 藤原惺窩     ③ 木下順庵     ④ 熊沢蕃山  
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問 6 下線(A)について、下記の 2 語を使用して 40 字以内で説明せよ（ただし、句読点を含

む）。使用する順番は問わない。また、必要であれば同じ言葉を繰り返して使用してもよ

い。解答は  記述用解答用紙   

 

使用する言葉： 跡継ぎ、相続人  
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第 4 問 次の史料文を読み、下の問いに答えよ。 

 

(A)近来（ ア ）国王より支那国帝に対し兵を出して烈しく戦争せし本末ハ、 (B)我国の

舶、毎年（ イ ）に到て呈する風説書を見られて既に知り給ふべし。（中略）謹んで古今の

時勢を通考するに、天下の民ハ速ニ相親しむものにして、其勢ハ人力のよく防ぐ所に非ず。

蒸気船を創製せるにより、以来各国相距ること遠くて猶近きに異ならず。斯の如く互に好を

通する時に当りて、独国を鎖して万国と相親しまざるハ人の好ミする所にあらず。貴国歴代

の法に異国の人と交を結ぶことを厳禁し玉ふハ、欧羅巴州にて遍く知る所なり。（中略）是に

(C)殿下に丁寧に忠告する所なり。今貴国の幸福なる地をして兵乱の為に荒廃せざらしめんと

欲せば、異国の人を厳禁する法を弛め給ふべし。  

（『通航一覧続輯』）  

 

 

問 1 文中の（ ア ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 22  

 

① 阿蘭陀     ② 亜米利加    ③ 露西亜     ④ 英吉利  

 

問 2 文中の（ イ ）に適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 23  

 

① 下田      ② 長崎      ③ 箱館      ④ 神奈川  

 

問 3 下線(A)の名称として適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 24  

 

① 南北戦争    ② 清仏戦争    ③ アヘン戦争   ④ アロー戦争  

 

問 4 下線(B)の国名として適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 25  

 

① オランダ    ② アメリカ    ③ ロシア     ④ イギリス  

 

問 5 1641（寛永 18）年から下線(B)の商館が置かれた都市名として適当な語句を、①～④

の中から 1 つ選べ。解答番号は 26  

 

① 長崎      ② 松前      ③ 兵庫      ④ 博多  

 

問 6 下線(C)の人物として適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 27  

 

① 徳川家斉    ② 徳川家慶    ③ 徳川家定    ④ 徳川家茂  

 

問 7 幕府がこの勧告を受け取った 2 年後に来日したアメリカ東インド艦隊司令長官として

適当な語句を、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は 28  

 

 ① ペリー     ② フィルモア   ③ ハリス     ④ ビッドル  
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問 8 この史料文の勧告以前におこった出来事として適当でないものを、①～④の中から 1

つ選べ。解答番号は 29  

 

 ① 江戸幕府は異国船打払令を緩和して、いわゆる天保の薪水給与令を出した。  

② 清国は香港の割譲や、貿易の拡大を認めさせられる事態に陥った。  

③ ロシア極東艦隊司令長官プチャーチンが長崎に来航し、条約締結を要求した。  

④ ロシア軍艦艦長ゴローウニンが国後島に上陸して、日本の警備兵に捕えられた。  


